
「Leave for good」 
 

 

また早送りみたいに 

一日が通り過ぎていく 

残しておきたい今日を 

愛おしく思うよ 

 

僕らが集い奏でる 

音を空高く響かせる 

たとえば遠く離れた街にいても 

聴こえてくるように 

 

誰もが違う明日を描いて 

迷いを見せないように 

分かち合った昨日胸の奥に 

ただ強く歩いていく 

 

時が流れ それぞれの想いが 

寄り添うことなくしても 

ここであなたと重ねた季節は 

いつまでも息づいている 


